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「
創
薬
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
」ガ
リ
エ
ン
賞
、

遂
に
日
本
拠
点
が
誕
生

―
―
ガ
リ
エ
ン
賞
を
設
立
さ
れ
た
経
緯
と
目
的
を
お
聞
か
せ

下
さ
い
。

コ
ー
エ
ン
　Prix G

alien

（
ガ
リ
エ
ン
賞
）は
、
そ
の
名
を

「
薬
学
の
父
」と
称
さ
れ
る
古
代
ロ
ー
マ
の
医
学
者
ガ
レ
ノ

ス
に
由
来
し
、
１
９
７
０
年
に
フ
ラ
ン
ス
の
薬
剤
師
ロ
ー
ラ

ン
・
メ
ー
ル
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
当
初
の
目
的
は
、

医
学
に
対
す
る
国
民
の
懐
疑
心
が
強
か
っ
た
時
代
に
、
医
学

の
科
学
的
水
準
を
向
上
さ
せ
る
事
で
し
た
。
時
を
経
て
、
こ

の
賞
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
信
頼
を
象
徴
す
る
世
界
的
な

シ
ン
ボ
ル
へ
と
進
化
を
遂
げ
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
ラ
イ
フ

サ
イ
エ
ン
ス
分
野
全
体
を
横
断
す
る
、
権
威
有
る
賞
と
し
て

広
く
認
め
ら
れ
、「
創
薬
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
」と
称
さ
れ
る
様
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
進
化
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
が
、

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
者
で
あ
り
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
生
存
者

で
も
あ
っ
た
人
道
思
想
家
、
故
エ
リ
・
ヴ
ィ
ー
ゼ
ル
教
授

（
ガ
リ
エ
ン
財
団
名
誉
創
設
会
長
）で
す
。
教
授
の「
科
学
は

常
に
人
類
に
奉
仕
す
べ
き
で
あ
る
」と
い
う
言
葉
は
、
ガ
リ

エ
ン
賞
の
使
命
の
根
幹
を
成
し
て
い
ま
す
。

―
―
ノ
ー
ベ
ル
賞
と
ガ
リ
エ
ン
賞
は
、
評
価
対
象
や
評
価
基

準
が
ど
の
様
に
違
う
の
で
し
ょ
う
。

コ
ー
エ
ン
　
こ
れ
ら
の
賞
は
、
互
い
を
補
完
す
る
関
係
に
在

り
ま
す
が
、
視
点
が
異
な
り
ま
す
。
ノ
ー
ベ
ル
賞
が
主
と
し

て
個
人
の
画
期
的
な
科
学
的
発
見
を
顕
彰
す
る
の
に
対
し
、

ガ
リ
エ
ン
賞
は
、
発
見
や
技
術
が
社
会
に
実
装
さ
れ
、
患
者

に
届
け
る
迄
の
集
団
的
且
つ
学
際
的
な
努
力
を
顕
彰
し
ま
す
。

私
は
ガ
リ
エ
ン
賞
を
、「
科
学
が
実
際
に
人
類
の
役
に
立
っ

た
証
」を
示
す
賞
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
―
授
賞
式
は
ど
の
様
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
か
？

コ
ー
エ
ン
　
受
賞
式
は
、
各
国
で
毎
年
、
或
い
は
隔
年
で
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
２
０
２
４
年
11
月
に
ニ
ュ
ー
ヨ

Prix Galien（ガリエン賞）は「創薬のノーベ
ル賞」と呼ばれ、画期的な医薬品や医療技術
の開発を表彰する国際的に権威ある賞であ
る。The Galien Foundation（ガリエン財団）
は 2009 年に設立され、ガリエン賞の国際
展開と医療イノベーションの評価基盤作り
を担ってきた。25年11月21日、その日本
支部「日本ガリエン財団」が遂に設立された。
これは日本が国際的な創薬ネットワークの
中核に繋がる節目である。設立を機に来日
した、ガリエン財団会長ブルーノ・コーエン
氏に直接話を聞いた。
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